
２０２２年度  事 業 報 告 書

２０２２年４月 １ 日 から 

２０２３年３月３１日 まで 

【公益目的事業】 

  ２０２２年度において、事業計画に基づき次のとおり実施しました。 

１． 国内研修会 

（１）定例研修会

２０２２ 高齢化社会への対応コース

実 施 日 ２０２２年 ７月 ６日 ～ ７月 ８日 

使 用 言 語 英   語 

テ ー マ 高齢化社会の進行と保険会社の課題 

参 加 者 

６ヶ国/地域  計 ２６名 

(内 訳)  フ ィ リ ピ ン   ３  名 

ス リ ラ ン カ   １  名

タ イ  ４  名 

台 湾   ７  名 

ウズベキスタン  １０  名 

ベ ト ナ ム   １  名 

備 考 新型コロナウイルス感染拡大を背景に、オンラインにて開催 

２０２２ 個人保険におけるＤＸコース 

実 施 日 ２０２２年 ９月 ７日 ～９月 ９日 

使 用 言 語 英   語 

テ ー マ チャネル戦略とチャネル特性に対応した商品戦略

参 加 者 

８ヶ国/地域  計 ２６名 

(内 訳)  マ レ ー シ ア   ２  名 

パ キ ス タ ン   １  名 

フ ィ リ ピ ン   ２  名 

ス リ ラ ン カ   ５  名 

タ イ   ４  名 

台 湾   ７  名 

ウズベキスタン ４  名 

ベ ト ナ ム   １  名 

備 考 新型コロナウイルス感染拡大を背景に、オンラインにて開催 
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２０２２ トップマネジメントコース 

実 施 日 ２０２２年１１月 ８日 ～１１月１１日 

使 用 言 語 英   語 

テ ー マ コロナ禍に対する保険業界の対応と保険会社経営における最近の潮流

参 加 者 

１０ヶ国/地域  計 ２６名 

(内 訳)  カ ン ボ ジ ア   １  名 

韓 国   ２  名 

ネ パ ー ル   １  名 

パ キ ス タ ン   ２  名 

フ ィ リ ピ ン   ３  名 

ス リ ラ ン カ   ４  名 

タ イ   ２  名 

ト ル コ １  名 

ウズベキスタン ９  名 

ベ ト ナ ム １  名 

備 考 

２０２０年度以来はじめて日本招致のもとで実施した国内研修。トッ

プマネジメント研修としては２０１２年以来１０年ぶりの実施。経営

者層を対象とし、金融庁、生保協会、第一生命役員層を講師に招き、

日本の生保業界の現状や生保が向き合うべき社会的課題について、課

題の明確化と目指すべき方向性の提示を行った。 

（２）特定研修会

事業計画において予定していたカンボジア保険行政担当者研修は、新型コロナウイルス感染拡

大を背景とした国際間移動に対する障害が徐々に解消されたものの、事業計画に基づく実施を

希望するかについて、年度を通してカンボジア当局から意思表示がなく、実施できませんでし

た。 

２． 海外研修会 

事業計画に基づき、モンゴルもしくはインドネシアにおける海外研修会実施を予定していました 

が、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、研修会を実施することができませんでした。 
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 ３． 懸賞論文及びセミナー等保険リテラシー向上のための取組 

  （１）主に新興国からの留学生（大学生及び大学院生）を対象とした懸賞論文を実施しました。 

懸賞論文のテーマ 生命保険に関する内容 

募 集 期 間 ２０２２年４月～２０２２年９月７日 

論文等選考委員 

東京経済大学 教授    米山 高生（委員長） 

一橋大学   准教授   阿部  仁 

日本女子大学 教授    天野 晴子 

中央大学   教授    石坂 元一 

応 募 数 ３５編 

入 賞 者 
１等、２等、３等賞及び努力賞の入賞者合計１１名を当財団

ホームページに掲載 

そ の 他 論文応募規定等詳細は、当財団ホームページに掲載 

 

 

  （２）フィリピンにおける保険リテラシー向上プログラム 

フィリピンの高校生を対象とした金融リテラシーに関する授業提供および生命保険に関する作

文コンテストを行うプロジェクトをフィリピン生命保険協会と共同で開始しました。なお、新型

コロナウイルス感染症の影響に伴い、事業計画より後ろ倒しでの開始となりました。 

 

 ４． 情報提供等 

 

財団の事業活動に関する情報を、ホームページやメールマガジンを使ってタイムリーに発信し

ました。メールマガジンは計７回発信しました。 
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【管理部門】          

 １． 役員等に関する事項 

    ２０２２年度末の役員及び評議員は次のとおりです。                     

役 員（理事 ９名、監事 ２名） *代表理事 ２名 （五十音順） 

 理 事 長 

常務理事 

*可 部  哲 生 

*田 中  将 之  

   

 理  事 天 野  晴 子 石 井  義 久 沖 野  眞 已 中 林  真理子 

 堀 田  一 吉 山 下  友 信 山 本  和 彦  

 監  事 竹 内  徹 椿   愼 美   

 

評議員（６名） 

 尾 崎  悠 一 滝 本  豊 水 竹 内  章 二 田 辺  信 彦 

 西 村  善 嗣 前 田  和 男   

 

 

 

 ２． 役員会等に関する事項 

（１）理事会          

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 35 回理事会 2022 年 5 月 20 日 決議事項 1. 2021 年度事業報告書及び財務諸表等について 

   2. 定期提出書類の承認について（停止条件付） 

   

 

報告事項 

3. 評議員会の招集の決定について 

4. 組織規程の改定について 

1. 代表理事の業務執行状況の報告について 

2. コンプライアンスの状況報告について 

3. 債券等の運用状況のモニタリング報告について 

4. 監事による資金運用状況報告について 

 

第 36 回理事会 

 

 

2023 年 2月 27 日 決議事項 

 

報告事項 

1. 2023 年度事業計画書および収支予算書等について 

2. 評議員会の招集の決定について 

1. 代表理事の業務執行状況の報告について 

2. コンプライアンスの状況報告について 

3. 債券等の運用状況のモニタリング報告について 

4. 監事による資金運用状況報告について 
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（２）評議員会         

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 23 回評議員会 2022 年 6 月 22 日 決議事項 1. 2021 年度事業報告書及び財務諸表等について 

  報告事項 1. 前事業年度における資金運用の経過及び当事業年度

における資金運用の執行方針及び計画について 

   2. 定期提出書類について 

 

第 24 回評議員会 

 

 

2023 年 3 月 22 日 

 

報告事項 

 

1.2023 年度事業計画書および収支予算書等について 

 

 

 

３. その他の事項 

  （１）東アジア保険会議 （ＥＡＩＣ） 

２０２２年９月２１日から９月２２日にかけて開催されたＥＡＩＣ発足６０周年記念オンラインイ

ベントを事務局としてサポートしました。また同９月２１日に開催されたオンラインによる同会議

の役員会に出席しました。 

 
 

 

以上 
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